
全国的に有名な大梅・南高（ナンコウ）は、ほぼ自家受粉できないため、
受粉樹となる他品種のウメ（農場では小梅）が必要です。大梅栽培の相
棒といえる小梅の果実がネットに守られ、いま収穫時期を迎えています。 

平成30年5月 （Vol. 62） 近畿大学附属農場だより 

小梅は大梅の相棒！？ 

『季節の宅配便』 


